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平成２９年度「ニコニコ月間作品コンクール」 優秀賞 明和中学校 ３年 堂園七海
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自分を大切にする力

リーフレット中の各標語：平成２９年度「ニコニコ月間作品コンクール」標語の部 入賞作品（一部）

またあした　えがおであいたい　おともだち
原良小学校 １年　植野 聖音

たすけてと　こえにだして　いいんだよ
松原小学校 ２年　平瀬 千愛里

けんかした　さっきはごめんね　こちらこそ
吉野小学校 ４年　大淵 楓

ひと言で　変わるよ　君と　友の未来
武中学校 １年　松枝 夏美

自分を大切にすることは、自分を甘やかすことではない。
自分の心と体を大切に思い、生きていくということ。

「関係をつくる力」とは、人と人が交流していくきっかけと
なる「あいさつ」をするなど、他者に関心をもち、他者を知っ
て、他者と関わろう・関わっていこうとする力のことです。
関係をつくり、交流を進めることで、他者の考えや思いに触れ、多
様性を受け止めて、自己実現を果たしていくことのきっかけとなり
ます。

「助けを求める力」とは、「本当に困った。これはキツイな。」という時
に、「助けて」、「力になってほしい」、「相談に乗ってほしい」など、自ら
他者に援助を願ったり、発信したりすることができる力のことです。
本人が、「助け」を求めることができるためには、その人が、「他者」

を信じていることが必要です。その意味でも、他者が、「助け」を求め
たなら、「きっと誰かが助けてくれる」、「その人の力になってくれる」と
いった経験や環境が必要となってきます。

「あいさつ」を子どもが返さなかったとしても、
大人が「あいさつをし続ける」ことで、子どもは、
「あなたのことを大事に思っている」とのメッセ
ージを受け取ることにつながります。

「手伝い」をすることや共に協力してやり
とげる経験を通して、他者を信じることに
つながり、いざという時に「助けを求める」
ことができるようになります。

「大丈夫？」「何か私に手伝えることがあ
るかな？」、「もっとこうしたらどうかな？」
その一言が、人を元気にします。

「ごめんなさい」と言えるすごさや
「いいよ。」と受け入れる心の広さが
大切です。

「謝ること」、
「受け入れること」の
大切さを学びましょう。

地域行事等に参加し、
色々な直接経験を積みましょう。

家族の中で、
「自分ができること」、
自分の役割を果たしましょう。

学級集団の中で、
自分の役割を考え、
やり遂げる経験を積みましょう。

異年齢集団の中で、
「役割」と「責任」を果たしましょう。

「悪かった時には、ごめんなさい。」
「いいよ。」と言える機会を
もちましょう。

「手伝い」を経験し、
「ありがとう」と返す機会を
つくりましょう。

学校行事等を通して、友達と
「協力する心」を育みましょう。

地域の中で、
「協力して参加する」経験を
多く積みましょう。

あいさつ

学校の中で、「挨拶」をする
意味や効果を学びましょう。

あいさつ

地域の中で、「挨拶をかけ合う」経験を
多く積みましょう。

関係を
つくる力

助けを
求める力

「誤解やすれ違い」等から、人と人との関係が壊れてしまうことが
あります。
「関係を修復する力」とは、壊れたり、ぎくしゃくしたりした関係を
「ごめんね。」と謝るなどして、関係を元に戻していく力のことです。
「関係を修復する」ことで、仲直りすることができ、これまでよりも深く
て、強固な関係づくりにつながっていきます。

「関係を調整する力」とは、誰かが困っていて、沈んだ表情をしてい
ることに気付いて「大丈夫？」、「何かあった？」等、他者の変化や心情に
気付き、関わっていこうとすることができる力のことです。二者間でう
まくいかないときには、その間に入って、一方をなだめたり、その場を
おさめたり、解決のアイデアを出したりすることで、人間関係がより豊
かになってきます。

関係を
修復する力

関係を
調整する力

家庭の中で、「挨拶」をする
習慣をつけましょう。

あいさつ


